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する GAL4 系統を用いて，InR の活性化と不活性化，その後の細胞内シグナル伝達分子と








































調を媒介する一方、夕刻の活動に関わる evening cellでは CRYタンパク質が重要とされ
ている。本研究は、卵成熟の光周期感受性が pdf変異によって失われるのに対して、cry
変異は効果がないことを明らかにした。IPCはその軸索を幼若ホルモン（JH）合成器官の
アラタ体に伸ばしている。そこでアラタ体でインスリン・シグナル系などの一連の遺伝子
の発現を操作したところ、インスリン・シグナルの低下が JHの減少を介して卵成熟の停
止をもたらし、インスリン・シグナルの亢進は逆に卵成熟を促進することがわかった。以
上の研究から、脳のインスリン産生ニューロンが環境応答としての卵成熟制御の要であ
り、休眠を特徴付ける日周期感受性は体内時計ニューロンからの入力によってもたらされ
ることが明らかとなった。このように、本研究は休眠の理解に新たな一石を投じる成果を
含んでおり、小島紀幸が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示している。したがって，小島紀幸提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文と
して合格と認める。 
 
 
